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序文

宗働i¥iは纏閾市・北九州市の中間に位置しており，肩大都市の通11)圏内にあって十甑年来、

宅地避成ぶ着々と道，，られてきました。取9分げ、ここ敷年1士宅雄開発とそれに伴う人口増加

によ,.公共施設の建殺が急務となっていま十．これらの開甍に並行して．文化財tt、その所

在と新たにすると共に..たたく1111に消誡への道を歩んでいます。

開発と文化財保護の対立する問題は．宗縁市にとって真剣に取り組むべき課題であると考え

ております．

本書は1潤"'度中の公共事業、鯛人造成等に伴う緊急亮掘躙査についての概要を示したもの

です．引き続き本報告のための整覆を行っていく考えであり●す．この輯告が．宗働i¥iにおけ

る文化財保護に生かせるよう努力を重ねてゆく所存です．

最後に、本書"示された．溌掘調査及び整珊にあたりまして、県敦育委員会文化課の助言．

鋼指導を迎ぎました．また、亮掘整理に参加された方々．及び、士地所有者の方々の応擾．協

力に対しまして心から鐸礼申し上げます。

1984年 3月 31日

宗像市教育委員会

印桟竹原 瑛
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本濤ば.1諏呼度に国、県の繍助●受けて実崖した宗像市内の文化財亮姐調査の鼠餐である．

発織調査"・ 宗像市轍責蛋員会が事業主体となり、.,.県教育委員会文化暴と九州屋史資料鰭の

指導．助言．応援を得た．

朝町妙見遺鶴の人骨の実潤．取り上げには九州大学医学鶴の田中良之助手にお願いした．

本書使用の図"作製．製図"富小路賃宏、尿俵ー．飛野博文、安甑裕久．翫慣疇砒、清家直子．

憾永峡子が行った．

本書綻用の写真は．宮小路、原．飛野があたった．

本書の執筆は、 m-2-, を飛If.鼠-s-131を安諏その他を原が担当した。

本書の編集は原．飛野、安薦が行った．

本書に取りあげた遺躊の出土遺物の注記はつざのとおり記号化した．

野坂中山遺鱚・・NS中山 曲晋燻遺疇・・・M香爆

用山堂9上遺疇・MY堂9上

武丸大上げ遺篇・・TM大上げ

朝町妙見遺腑・・・AS妙見

溝 竪穴・柱穴....p ，，含雇・・H
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第 1章はじめに

宗像市は、福閾市・北九州市のベッドクウンとしての性格を強めていますが、都市化の傾向

と併行して、旧来の農業基盤を蓋爛し、新たに近郊型の農業経営を目指しています。 2件の県

賞圃湯整偏をはじめ、市営、随体営の圃場肇鑽があり．またJIIJ人規模での農業基盤整偏も年々

進められています．この種の事業には、おのずと文化財の所在地が重なってお,.事業計画の

段階で、削平を受ける事が必至であるため、保存が可能な区域以外について、緊急発掘調査を

実施することになった。

本書Ii、1983年度の発掘調査について、概要報告したものである．事業は次の組織で行っ

た。

総話 宗憮市教育委員会

庶務・会計

発掘調査 福閾県敦育委員会

宗像市教育委員会

亮掘調査指導 九州歴史資料館

敦育長竹原 環

教育部長白＊国明

社会教育課長野中養秋

社会教育係長竹村 功

社会教育主事立石 実

城月かよ干

文化課調査係長宮小路賀宏

社会教育謙主事原 俊一

嘱託飛野博文

嘱託安部裕久

鵬査課長石松好雄

主任技師高橋 章

調査の過程において、撼闘景村市務所．宗像市韓讀牽睾郎農地整偏課、宗像llflll郷士池孜良

区．宗伽巾古武士蠅改良区、竹中土木、大神組．官疇組、今村組の方々に銅協力戴き．また、

土地所有者の吉田竜馬氏．舟津博薔氏、高蝙重富氏の鐸好意に感謝の意を表したい．

• 最後に、発掘躙査には地元はじめ｀福繭教育大．福岡大、別府大学生の参加協力を戴いた．
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第11章発掘調査の経過

1983年度の発掘調鉦は、悔雨明"後に県営饂湯整偏の着手される9月に始まった．

野坂中山遺蔚は、南繹地区県営圃場整傭事業に伴い緊急登掘調査を行った遺跡である。航年

度迄1こ朝町工区が終7し、今年度から野坂工区に事業が移った．前年度の試掘により、遺篇の

鎚囲を肇認しており、発掘調査は．削平により消滅する部分の約.,..,,こついて実施した。

曲香畑遺購"・'"'が 1切3年度の分布調査によ 0周細された遺躊である。 1983年度1こ地権者

により農園整儡事業が計面され、遺跡地の慄存について協議を重ねたが、当該地が事業区の最

高所に位置し、事業の中心地区となるために、 ft•I平郷分について緊急勢観調査を実施した．甍

掘鴫脊面積約2100.tである．

用山堂／上遺跡は．市営の地区再編農業構造改良事業に伴い緊急発掘調査を行った遺廓であ

る．遺腑地"熾蝸造,,等によりかなりの削平を受けておが事業にあたっては、切り慮り調整

もあり、削土鑢分の発掘調査を実施したが、ほとんど、遺惰を龍認するに至らず．短期●の調

査となった。発掘調査面積約100.t,

朝町妙見遺跡は.l町2•1973年度の分布調査により周知された遺跡であったが．遺縞地の搬

に所在する民家側の斜面が地崩れを起こしており．災害防止のために、当該地の削平工事の必

要があり、色拠．当該遺跡の緊急発掘調査を実施するに至った，発掘調査約 a印,.
武丸大上げ遺篇は．個人規摸の水田基盤整備に伴い．緊急琵掘調査を行った遺腑である．鶉

年度実施した試掘鯛査から遭躊の所在を鐵認していた.l弧硝5当初になって．当該地が県営圃

楊整偏から個人造成へ変わったが．地権者の好意により、発掘調査の終了迄工事着工を待って

戴き．当初の計画通り．削平部分についての緊急甍颯調査を実施した．発掘調査面積約口叩.t.

第1表 1983年度発握調査一覧表

遣鱚名 所在趣（宗像市） 躙査輝因 調査面積 調 査 期 閏

野坂中山遣躊 大野坂字中山 県営麟纏整偏 約叩'"' 1983年9月213 -10月213

彙香畑遣跡 人i血』● ●煩他． 農造成 約 too,,/ 1983年9月5a~10月11日

用山堂ノ上遺跡 大字用山字堂ノ上 市営圃楊整傭 約'"'"' 1983年10月4日ー10月6日

朝町妙見遺跡 大字妙見 災害防止 約細d 1983年10月5日~ll月匹日

武丸大上げ遺跡 大字武丸字＊上げ 観人鵬楊整傭 約1200ni 1983年10月18日~11月308
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第m章発掘調査の概要
のさかなかや直

1。野坂中山遺跡

(1) 概要

遍跡は宗像市と若富町との桃から。北へ派生する丘駿の東側緩斜面に位置し。検出遺構面の

標高1142~43mである。遺鷲の請面の水田をはさんだ東方 IOOmの斜面には、当遺鰭と同時期

と考えられる積石塚がIOI<基存在している。

遺構11饂約20m。長さ約45mの間に分布しているが、長さは南と北へさらに延びている。

遺騎背面の丘陵は裾部から急傾斜しており。遺跡の形成期に削土整形された可能性がある。

土層は第 1層1こ耕作土、第21111こ襴色土包含層が丘陵裾部から東へ向かって絵々に厚く堆積

しており.llJI分的にはlm近くの堆積があった。大半の出士遺物はこの層からの出土である。

検出遺構は溝13本と多数の柱穴。竪穴である。このうちの第1号溝Ii、遺跡の東闘を限るもの

と考えられる。

121遺構（第2図）

検Jllした遣構のうち。第1号溝1が遣絡の東鱒と限るものと考えられる。肇認した溝の長さは

約!Smとわずかではあるが。丘陵裾部と平行して南北に走っており。遺跡の南鱒において西側

から東へ幽折する谷地からの用水路としての役目をもつものと推定できる。溝幅は約4mで西

鋼では殿をもち。この段上面に議と董行して石綿みがみられる。躊の東1l1では 1ヶ所1こ徘水の

ための小溝が切られている。溝の最北繹は標高が高くなって識をとじている。出士遺物がなく

溝の形成時期について肇定できない。

饂の溝は住居区界ないし梼水のためと考えられるものが3本。住居に伴う排水濤と考えられ

るものが9本検出できた。

住居はすべて観立柱鴫物である。数百の柱穴紘から蘊物群の構成を検出するには至っておら

ず、今後の十分な検討を要している。

(3) 遺物（第3・4・5図）

出土遣物は整碍笥約潤箱"どになるが."とんどのものが包含層中の出土であり、遺構出土

はわずかである，遺物は土緬器・瓦器・瓦質土器•繭鐵器•および石製品である。遭物墾理が

中途の廠隋であが全容を明らかにできないが1錦図示して遍物の慨降としたい．
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野坂中山遺鵬出士遺物実測図I(l/3) 

土鐸鶴（第3図,-,.5~10) ,-, は土暉器皿で、小皿に相当する．口径7.0-8.

,~、器高1.3~1.bでいずれも糸切り底である。•-• も土緬器杯で口掻10.2~13.~、

器高2.1~ 3ふコ、いずれも糸切り底である。 9 は大型杯である。口径15.2~. 藝高 3.9<竃•

龍の土師器に比べ．胎土はきめ綱かい。糸切り底であな図示した以外には高台付•Iヽ鳳等が出

土している.101土±師器の士鍋と思われる．口縁直下は小さく園幽し．口縁輝は内彎している．

口蟷部は平担からやや丸みをもっている。内面には債h向の刷毛目調整を筆している．外面に

"・ 煤を付着している。口径16.2ao.

．軍蓄（第3図4) ,1ヽ鳳である．胎±は徽砂粒を多く含む。口径.....、馨高 1.3<事•

体絋は外傾し．口縁郎は肥厚している．口嶋輝に段をつくる．内瓦賣土響（第3図11)

面は横方向の刷毛●調整を筆している．口径"""'・

白肇（纂4図12--15) 1211玉縁口縁をもつ白肇椀である。見込みに沈織をもち裏台は鑑

<~ 幅広く剛っている。胎士は灰色.13は寓台郎を裏く削ってつくり出している。体纏下半に
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第4図 野坂中山遍騎出土重杓宜劃図冒 (1/3) 

段をつくる．見込みは編広く釉をかきとっている．胎±は淡灰色• 14は高台付凰である。高台

は明諫で口縁部は外反する．体郷内面に繍い沈縁がめぐる．軸は体饂全面にかかる。口径,.. 

m. 15ft体郷が屈曲し｀口縁蝙は尖る。見込みに印花文が撞かれている。騎士は灰白色．口径

13, 知。以上の藝種の他に口禿の皿が出土している．

青● （第4図l&-クol •••mt籠泉窯系青肇椀である。 16の轟台は外画を直に11Jってい

る．見込みに弱い沈織がある。胎土は炎青灰色で、縁色論は底鄭にまでおよんでいる• 17はロ

蒻雌反し、饂みに沈縁をもつ。体輝の内面には、沈縁により区繭された中に量lllUが
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第5図 Jf坂中山遭鵡出土遺物実渕図田 (1/3)

描かれている．胎土は灰色、釉"灰褐色．口径16.&冨。 18は同安窯系青磁椀である。高台は高

く、器面，，削りlil本部～庇郎へ叫醜にのこる。見込みに沈緯がめぐる．内外面に櫛揖による文

様が描かれている．胎土9士灰白色、粒"淡緑色である．

第 4 図19• 2011朝鮮の青磁と思われる.19'>! 本部は内湾して立ち上がり・"端部は丸い．底

部は上げ底状に高台をつくる。底部に目あとを 4ヶ所もっ．胎士は灰色．釉は全面にかかって

いる,IJ径 ・・""・20は高台付皿である。体部は内湾して立ち上がり口端絋"丸ぃ．底郎は低

い高台をもっている• 畳付は全体に且あとがついている．胎土は暗青灰色、彙緑色釉がかかる．

口径11.0<宣o
~ 

第4図21は肯磁双耳小壺である。口縁部は内傾L.、口蟷部は内側に引き出される。体郎は扁

球形で底部は低い高台をつくる．体部上半は花斉唐草の浮文をもち、体部下半には連弁をもっ．

体部の上半と下半は型押しで型どりして接合している。胎土は灰青色、馘郎付近は黄白色．釉

は淡緑冑色透明釉を外面底部以外にかけている。器面にヒピが目立っ．器高"・""'・

陶彗（第4図22) 22は壺である。体部外面は削り．内面はなで調整痕をよく残している．

底部は上げ底状に削っている。胎±は黄灰色、釉は黄褐色である。

以上の遺物の他に高麗青磁（図叛2)や常滑窯等の陶羅器が出士している．

滑石襲品（第5図ね・24) 23は鍋の再加工品で鍾とみられる。長さ10.9<富あり、横断面

は三角形となる．中央部をややよった位置に径 0.9<aの穿ll.をもっ、ほぽ中央部にはX印を描

くように紐状の縛9痕をのこしている.24は鍋である．口縁直下に鍔がめぐる。外面には削9

痕をもぢ煤を付着する。

碕（第5図25) 扁平小型のもので、表裏とも磨いているが．使用痕は片面のみに残る．

砂岩製であろう。
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14) まとめ

ほ場豊偏事業に伴う発狐調査のため、約 ,00,れいう小面積ではあったが、数多くの註穴群

を検出した。建物の規模．構造を容易に捉え難<.今後に課題を残している．

出土遺物は土師器・陶磁器等、多種にわたっているが、年代蝙として1113-1411!紀を主体に

しており．この時綱に集菖が連続して営まれていたことがわかる．出土遺物，，中には．さらに

煎後する時期の遺物が少量認められることから、集疼の形成から、廃絶の時期については、遺

物全体の検討を待ちたい．

当該時躙の調査"宗像市郡では始めてであり．中世宗像の一端を提供していも遺腑"宗像

市の南部．朝町谷の最奥訊に位置しており．下流約,.. には11世紀を主体とする小集蕩跡の調
~ ~ 

査を行なっている．また．石丸遺縞で""世紀請半の枢府椀を出士している．

13•14世紀は蒙古襲来をはじめとして、動乱の時代であり、宗鍮の追においても．宗像大宮

司家は社務家として祭祀を司どると共に、武家的様相を強めて．廿釘保全・っための戦いを対外

的に押し遵めている．また大宮司家はこのことと併行して中国、朝鮮との貿易に力を入れてい

ることがわかる？このことは出土遺物の中の高麗青磁や中国南方産の壺などを"じめとする、

輸入悶砥ヰによく表われている．

このような状況の中で．遺跡"集羅として営まれていたが、その性格等の位置づけについて

は．今後検討を要するが．野坂中山墳墓地の調査と合わせると概要が明らかとなると思われる。

最後に整理にあたり次の方々の指導、助言を戴いて報告をまとめることができました．厚

＜鋼l礼申し上げます。

這歴史資斜館調査麗長石松好雄、主任技師横田賣次郎、森田勉．高蝙章.Ii岡市教育

委員会文iヤ剛讀馘議二．森本朝子 （敬爵略）

注Ii) 0~'•mml,mc Eri, E. C.111"8 

『CHINES!SCHEKERAMIK AUF OEN PHILIPP!NEN』 MUSEENKOLN 

fSOUfH-EAST ASIAN 匹 I恥 RLY CHINESE EXPORT CERAMICS』Will如

＆四dyLヽ 1町9 値

注② 1髪O'fll月調査◆ 壽のみを検出したが．おそらく集菖を区直するものと思われる．用t遺物

は、這馨、須恵器、黒色土器、青磁．白磁、石襲品等である．士師器の中には北九州市箪約

特鑽を持つものが認められる．

注9 鑽口遍也柘丸竃書』誕簾町文化閾111,lt艤告書錆ヽ集、:r.... , 贔青委員会 1980
注④ ネ縁神仕復・糊虐令""'"'キ仕史』 1001.下巻第16奪 I渾外交渉rに中国、響鱒との賣易を

宗 A&函廠が積極的に押し進めた記曇が見える．
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2. 曲香畑遺跡

Ill概要
，，び•

当遺Ii、郡境にそびえる繰高約 300mの鼻山から北酉へと派生する丘駿の末端.111高約30

”の地点に位置し、水田との比高差は約20mある（第l図).1ヒ方には眼下に宗像盆逮の主要＊
m <> 

源である釣/IIが酉流し、これを挟んで須恵クヒノ濾遭鯵が、また、南洒方には光岡長尾遺鱚が、

ともに標高30m余の丘陵上に占地している（第l図）。

『福闘県遺跡等分布地図 宗像郡編｝では．この地に3基の古虞および弥生～古墳時代の

散布地が記載されている (330323~3,03咤）。

歴史的・地理的環境や・ 『遺鰤分布図』の記戴事項を考慮して試掘調査を行ったところ、 2

つの尾根上で竪穴遺構を箪認した．そして本調査では、これらをおのおのA・B地区と称した．

なお、現地調査は福岡県文｛ヤ専躙脊第l係長 宮小路賀宏氏を中心として.1!1113年9月-10

月1こかけて実崖した。

(2} 遺構（第 7• 8図）

2つの尾根にまたがる調査区のうち．その南鯛をA地区、北鱒をB地区と称して略述する。

＾逓区 ここでは蕊基の竪穴遭構とそれを切る環状構を検出した。環状llltt幅約 0.4m.

深さ約 0.2mの小規模なもので、復原径は約1●mである。濤の南半は削平されているものの．

西鱒It、幅約2mにわたって顧削されない部分がある．しかし溝内からの遺物は皆無であった．

『禍鯛県遺鉱等分布図 ，懺已瓢』には、この蜻点付近に径約Bmの円墳の存在が記されてお

• 頃饒曹尋-m,?'!J、この露状溝がその古墳のJIii溝であった可鮨性もある．

郊基の竪穴遺構のうち.21基はいわゆる貯薦穴（袋状竪穴）で．饂の5基は浅い円形、または

隅丸方形の土坑である（第8図）．これらの遭構の揖模は．第2表に示したが．削平を受けてい.. 
るために深さは参考となるだけであって．原状11底面積の広表に反映されると考えている。 A

第 2表曲香畑遺鯵弥生時代竪穴法量表（単位~,

~ ... ． .... .-~ •• 

• 
一 一
． 

O• ぷ；

｀ 一A 鱚区 B 嶋区
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第9図幽香畑遺跡地応闘嵐図 (1/1500)
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田年m
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ロ
2m 

幽香埠遺麟駐穴実測図 (1/60}

地区検出の袋状竪穴の底径規模は、 1.5~ (.0, 界で．うち 3.0m~ <.Omの大規纏なものが、
認（約62%)と半徽以上を占める．また、そのうちの口基が調査区の中央郎以北に分布十る．

A地区の遺Ill検出面は、西北から東南にかけて約lmの高低差をもって繊やかに下隣するが．

大型ャ,1,4}C竪穴はより高い馳点に掘削さ，，，て多く，，切合l1i1ほをもつのに対し、小型のものは

下位の馳点に営まれ、切合関鐸を互いにもたない．かつ．頁者の111lには約6mの空白壕帯があ

る．

B邊'" ここでIt疇の竪穴遭構と~ 戴状溝を検出した．曝状溝は最大蝙約4m.謙さ約

-15-

； 

i:ii:,

＇-
‘ 」



1.4mで｀断面の形状は逆棒形を示し、 B地区西南隅の高台を饒るように謡削されている．溝

の最下層には薄い粘土層が堆積しており．滞水状態で機能していたと織測できる．この環状溝

から出土した遺物は弥生上器がほとんどだが、中に少量の糸切底をもっ±師器を含んでいた。

他の陶磁器顕の検出を確認していないために、時期の限定は困離だが．埋没は中世に遡るであ

ろう．

竪穴遺構は砧基を肇認したが、いわゆる袋北竪穴は37基を敷える。底径桟縫は第2表にみる

ように.l.5 m~ 3.5mの蝙の中にまんぺんなく収まり、 A地区で認めるような規模の断絶は

看取できない．

ここで検出した竪穴遺構群は、大きく 9群に分けられる。また．更に細かくみるならば、調

査区中央部付近の、 2号・ 1号・ 3号・"号・ IS号・15号、 l9号・ 16号・14号、，，号・28号・

23号などの各竪穴遺構が3基を小単位として並んでいる様子が容品にわかる．また、の号・41

号竪穴、 7号.8号竪穴などのような2基1単位のまとまりをも認めるならば、鵠基のほとん

どが2~3基で,,ヽ 単位を形成しているといえる。こうした小単位の追求は出土遣物の検討を待

って果たしたい。

131 遺物（第9~11図）

竪穴遺構で検出した遺物は．士器•石器と若干の炭化物｛炭化米・穏子等）、そして多くの

，，，土塊がある．土器・焼土塊"、現在各竪穴ごとに整理箱に収納しているが．その総蒙は約 1

暉 (A地区約6噴、 B地区凹箱）を歎える。出土竪穴1文偏在していて、 A地区では2号竪穴

に匹箱、 1号竪穴1こ蕊箱、 B地区では品号竪穴に四箱分が集中していたが．値の大部分の竪穴

は1籟足らずを出士したのみであった。燐土塊は籾殻や禾本科檀物の圧痕を残し、かつ葦木と

思われる圧痕を残すものがあ,.天井の彼置施社が焼け藷らたものと考えられる。

石器は総体的に少ない。器種には、石庖T• 柱状片，，石斧・＊製蛤可石斧・砥石・磨石・叩

石などが存在する。以下に、土器・石器の順9こ図示した遺物について略述する．

土編（第.•10図） 第9図1はn縁部内面に鈍い段を持つ壺である．段の形成11桔土紐

貼付ではなく｀主に強く横撫でする技法により、そのために外面も緩く曲線を描く。 2は1と

共伴の甕で、頸部下に刷毛目属体を押捺Lた甘い段を付す。 3•• も一括出士の遺物である．

'"口頸部・顆胴瑯，，，境に段を饒らせる、器高紺-の壼。文様帯とそこに充顧された無軸羽

．状文"いずれも 2枚貝を用いて刻まれている.4は風化・剥落が著しく、口縁部の原状は不明

だが、頚郎からかなり下った位置に2条の箆協益線文を施十. 5•6 はほぼ完形の小品．．は

短頸壼で、頸郷の棺対する位置に2孔1対の緑孔を穿つ・文樋帯の界線および霧軸唄状文は輝

状工具で行う。 6は胴諏最大径が中位に位置し．底部は極めて厚く、高台状を呈十を第IOI聾

7~101iB地点勺号袋状竪穴一括出土の甕である。おのおの如意形口縁を有し、頸部は無文，，，

-16-
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第9図
。

211a, 

曲香畑遺跡出上遺約尖副図I(1/4) 

もの0,, I 条~)- 2 条の箆描直縁文をもつ (7• 8)ものがある。なお、 8の箆描直線文はら

練状を呈する。調整技法は｀胴部外面1こ縦あるいは斜位の刷毛目、口縁部内面は績刷毛、胴部

内面,.撫で調整が多用されている。

，図示した以外の土器についての特徽を以下に略述する。壺は、口縁郎内面に粘士帯を貼付9ナ

て肥厚させるものや、同じく内面に断面三角形の突帯を付十もの｀口端部内面に複線鋸薗文や

平線を施文したものなどがある。外画の装飾については、段・断面三角突帯・1!11可学文な

どが様々に組合されているが、 H咄"-ll得1こ霰れば．大部分が無輪羽状文で，有輪羽状文は少

なく．＊の葉文は管見に触れていない．また崖文方法は2枚貝の腹縁を押捺した遺物が多徽を
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第1暉幽香爆遺鵡出土遺物実測国Dj(I/4)

占める。底部の形懲は平底の例が多いが、中に上げ底風のも，，も混在する．

甕は如意形口縁を有し、頸部直下に,-2条の饒描直線文を施すものがほとんどで，突帯を
有する例は少ないようである。また、竹管文などを併用する個体も乏しい。底郎は主に平底で

ある．以上の他に、傘形の壺用葦や頂部に孔を穿った甕用の蓋土製品として土鍾などを検出

した．

石鰭（第11図U~l4) ll・121ま疑灰質粘板迎娯り半月外彎刃石庖T, 1は背部を欠損す

するが，ほぼ完形に近いo刃郷は約2一の幅で両鋼から砥ぎ出している。厚さは約8一。 21U

に比して刃郎が大きな曲線を撞く。刃輝11,約・-の編にわたって阿側から砥ぎ出す。厚さは

7•。 311砂岩ホルンフェルス製の快入柱状片刃石斧で器麦の風化、剥離がかなり進行してい

る．刃郷は幾分欠損しているが、全長は14<富に近い．また，扶りは甘い....驀灰岩質編粒砂
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第11図 曲蓄惰清隋川上重初丈瀾団直 (I/2)

岩製の太型蛤刃石斧．刃郎幅は約...で• それに斜交する織かな使用痕が観秦できる。

l•l まとめ

以上が本遺戴の遺構・遺物の概要である。遺鯵は弥生時代の竪穴~ ことに、袋状竪穴を中心

とする生活遺疇である。この小支丘上で氏鯛査区が最も高位に位置しているが、纏囲内に住

居腑を想定しうるような空間は存在しない．曲香煩遺鯵の南方に饒める光闘長尾遺麟で、印敷

基の袋状竪穴が周囲に環濤を饒した状況で単馳で検出されたように、あるいはこの丘麿でも簑

状竪穴のみ営なまれていた可能性もある．

現在までに宗像盆地内で遺構を檎出した弥生時代繭崩の遺鑢は次のような例がある。すなわ.. . ,,• 石丸m、名残m直？虹9ヒノ禰遺鵬．光閾長尾遺鵬久原illヶ下遭靡そしてこの
曲香煩遺鯵である。遭構は、袋状竪穴•土坑と濤のみで、住唐鯵ゃ墓は肇露していない．
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これらはいずれも．釣JIIおよび朝町/IIの流域に立地する．各遺跡の襟高1士、久船麗ヶ下遺縞

が約!Om繭後である1わかは．いずれも30.,余を測る。また．遺物散布地も．禰高IOm以上に限

られている。こうしたことから、弥生時代には宗像盆地内の摂孫10.. 以下の土地は利用が困難

であったと想定できる。また、様高10.. ょより高位の平地は、光閾長尾遺跡の周辺（この緑辺に

幽香煩遺跡·久原瀧ヶ下遣躊が立地する）、および釣Hi上流の大字武丸•吉留などの地域（こ

の周緑に石丸遺跡・名残遺跡群などが立地）が最し大きな生涯力を有Lていたことが推醐でき

る．一方．須恵クヒハ酎遺跡に居住した人々は、谷水田を基盤にしていたのであろう。

次に遺物についてまとめてみたいなお、石器は点致が少なく．除外する．

末整理であるが、瞥見した中には、壺、甕．壼・甕の蓋などがある。壺のほとんどは．肩部

に文様帯を有し、また."緑内面が肥厚するものが多い.u縁・頚部．顕郎・胴部間の段は．

やや甘いが明瞭であが中には刷毛目原体を用いて形成したものがあり、また．甘い突帯を段

の位置に続らしたり．胴郎文様帯の上段に断面三角突帯をもつものしある．口縁部内面に粘土

帯を貼布したり．鋸憧文などを施文するもの、斯面三角突帯を付するしのがある．底部は平底

に混って、高台風の上げ底を有するものも湿る．

甕の大部分は如意形U縁のものだが.u緑内面に粘土紐を貼付して肥厚する．いわゆる金海

タイプの土器も出土した．中には．刻み目を施した口緑部を直角iこ折り曲9たその下方に箆描

直線文を崖すものや、縄文時代晩期の鉢のように、外反する口縁部の下に弱い稜をもって内彎

する胴部へと続く特異な形態のものが存在する。沈繰を断面三角突帯に代える中期的なものや

刻み目突帯を付す．いわゆる亀の甲クイプの甕..少ないか．あるいは皆無に近い。 3条以上の

沈線を施すものしきわめて少ないようである。

地理的に．福繭平野と関門地域との中間地点に位置する曲香畑遺跡の土器群"'・ 施文の諸賽

素は関門地域に近く、いわゆる高槻式士器の影響を強くうけている。また．一方では．縄文的
魯

といわれる高台状の上げ底をもつものや．肩部で屈曲外反する甕などもあって．複雑な様相を

呈している．

宗像盆地の弥生時代の歴史は従来空白に近く•• ここ数年間に相次いで、袋状竪穴を中心とす

る遺構・遺物が検出されているものの．住居鯵．墓地などの遣構は乏しい．従って当時の生活

文化の総体を杷鑑するまでにはまだまだ時間が必要である。しかし．遺物の量は充実しつつあ

9、関門地域と属岡平野の阿文化薗の中間迪誡として．今後の研究によって両者の関わり方な

どに良好な資料を提出しうると考えている．

注① 弥土峙ft釣期の袋状竪穴．弥生末～古墳鮪期の住居略のほか多徽の往穴を検出している．これ

ら弥生時代の遭構，，上面に墳長”量”の蘭方簑Pl墳 (6世紀後半頃の纂造）が鴬まれる櫨合遺

饒．覗在璽窺中．
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注② 191!2年調査．京都府までのU本薔沿岸に分布する士笛（瓢填）を出±したこと1が輿味渫い．覗

在整理中．

注③

注④

儡岡県教育委員会 『福閾県遺跡等分布図 宗像郎屠U l如

ここでは、璧体がせり出して．断面が三角形に近い形態をもっ．あるいは、そのような原状を

撹定できる遺構をこう呼ぶ•

注⑤

注⑥

注⑦

底径Ii、 （最大径＋最小径） x-j-で算出した．

石の鑑定は北九州市立自然史博朽館藤井厚志氏の御教示による．

1切7年調査．袋状竪大（報文中では貯蔵穴） 11基などを検出．弥生時代饒期末～中綱初頭に位

置付けられる．

注R
注⑨

注⑩

宗像町教育委員会「石丸遺薦ー宗像郡宗織町大字石丸所在遺鰭の諷査j 『宗像町文化財讀査輯

告書 第4集』 l細

袋杖竪穴を緻発的に鶴認している．現在調査中．

1982年調査．中心は古墳時代初頭、庄内式に並行する時期の集薯である．整環中。

森貞二郎［九州の弥生文化の亮農と池絨性一九州-J 『a本の考古学』 3 1'"6 
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もらやまどう 9え

3. 用山堂J上遺跡

11) 概要

遍跡は宗像市の西北に位貴しており、背後

の山は宗像郡福間町・津屋崎町との墳となっ

ている。遺鳩'"血の谷間は狭く、深く1111析し

ており集落の下流は宗像市民の喉と潤すため

のダムが作られている。

遺跡の北方では、町境から東側へ伸びる丘

綾上に古墳群が確認されている。

J11山集落から北西へ通る1本の交通路は、

標高約70mの町境の峠を越えて津屋崎町の奴

山へと抜ける。奴山は宗像郡における古墳時

代の中心地であり、県教育委員会の発掴調査

により、古墳時代の請方後円墳をはじめとして｀

貴璽な調査資科が提供されている．

(2) 遺構（第12• 13図）

f f-:------;--, 
絋訂珈 t 埠・・"・¥
I o 0 。¥
I I 
I. 
岳．寧m

「―
~ 旦
0 5m 1,,,,,, I 

第12困 用山堂 9上遺轄遭欝配阻口

(1/200) 

A
 

旦亘言旦言第1匹~ご
の竪穴を検出するに終った。このうち2基は小竪穴で柱穴と思われるが建物の構造については

不明である．

第1号竪穴は隅丸長方形の竪穴で、長輪'"""・ 臼軸臼～、深さは最深郎で"""であり、東

員の床面が高くなっている。土績墓と考えられるが肇定できない．無遣物であった．
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4. 朝町妙見遺跡

Ill はじめに

郡蜆1こそびえる慄函約 300,,.の靡山から北西へと派生する丘陵Ii 、謳岡•北九州の両 100万

都市の通勤幽内に位置することから1虹坪代に大規模な開琵が行われた．大型比地「森林都市）

である．当峙、文化財行政の体制は踵立されておらず．造成地内の遺躊は巖滅Lた。当遺踪が

位置する 1森林都市Jの西崩部に小さく張り出した尾恨は、幸いにして破績をまぬがれ、わず

かに間発以前の'"状をしのばせていた。しかし．災害防止のため、 198咲自0月から11月にか9ナ

て緊急発鼠調査を実施した．

この小尾根は、かって採石場であったといわれ、西隠は大きくカットされ、現在翼に民家が

;. 

' ，ー↓



建ヽ•ている。東Illには深い谷を挟んで

r森林都市』の幹線道路が南北に走ふ

谷から尾根の綾高点までの比高は約15

mあ凡尾根裾の蝙は約50mを測る

（第14図）．

『編岡県遺跡等分布図 宗像郡編』

には、この地に 1基の前方簑円墳と 2

基の円墳の所在が記されている（筑前

東螂出沿妬9)。これは、第 1• 2号墳が

他,"'2基の円墳よりも一段高い馳点に

位置し．かつ植林などのために墳形の

罐認が困離であったために誤認したも

のであった．

発掘当初、墳形確認のために｀尾根

に平行する全長25mのトレンチを設定

した。この発掘の結果、従来煎方後円

墳と推定されていた部分のくびれ部で、

幅約3mの黒色士層を検出し、これが

2基，，古墳であることを罐認した．

以下に調査の結果を古墳ごとに記述

するが、各古墳を尾根先端部からそれ

ぞれ第1-第4号墳と呼称する（第15

図），また、記述の誕宜上、尾嵐t斌部
側を北と呼ぶ．

(2) 第 1号墳（第17-20図）

壇丘 尾根の先端部かつ最高所に

位置する．躙査蘭｀飾方後円墳の後円

部とされていた部分で、最高点の標高

は約:rt.lmを測る。第2号墳との間の

くびれ部の標高1工34.Bmで｀墳頂瑯と

，，差は 2.3mある。墳丘の北1111および

西Illは大きく削り取られているが｀顕
!Om 
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晶おmの,,.ーが長径約16m,出i全約

l<m'•lhel を描くことから。径15m 前後

J>j引収と推定された。

,n1n郎東寄りに浅い盗掘坑があ.,たた

，，に、東向きに聞"する横・，式石寇を予

想し。墳丘を 4分割して盗狐坑の南饒iの

区画を掘り下げて行.,たが、盗掘時の残

片と思われる鉄器を含んだ粘土や2枚の

石を検出したのみで｀天井石は見つから

なか・≫た。粘土は石室の目張りに用いら

れたしのの残片と考えていたために、こ

れもはずして行った。花腐岩パイラン土

からなる地鷺を攣認したところで、畔の

セ 9ションに、既さ約1紅震の枯土圏を醸

認したが、当時は粘土9邦を予想していな

かった。しかし。墳丘中心部から南へ約

2.1 mの請虫で、地盤9直角に近く立ち

上がり、約4mの位置まで平坦な面を形

成していることを知りえたために、この

平坦面を追求して墳頂部を剥いだ。その

結果，南北（尾根練にほぼ平行）に約 1.

5m、東西にSmほどの規模をもつ扁円

形の平坦面と. 2基の埋葬蘊設を陣認し

た（第16図).盛土は。この平坦面上にの

み盛られており、その厚さは鉛コほどに

すぎない。

墳丘の南で検出した濤は。幅 2.Bm.

深さ 1.3mの規撲で。尾根線に直交する

が。東百には続かない。また。北側は発

掘に危検が伴うために殖認していない。

墳丘は地山を削り出して成形しているた

，，北畔およひ東四畔の土暦観察では墳丘

規模は不明であった。第1号墳を尾根か

第1姻

1●m 
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ら切り離すためにMMされたと考えられる溝の9●底中心線から．訊飢部平坦OOの中心までの水

平距離は約.., あ9.I阻純計算すれば、径.....,, り後の占収に直原できる．これは、ほぽぶmの

等晶線に一致する．しかし、昆根線と直交）""'で"i司じ等贔線hr.lJ縣が約Umとなる．この現

象は、やせた尾根上に占地するという地理的条件に規制されたもので、藁造時に品円形ある9、

は長方形の墳丘を意蹴したと考える必要はなかろう．

羹石や埴輪などはIll••られておらず．墳形を決定する根拠をもたないが、地山等高縁には積

極的にコー.,.ーと断定できる部分はなく、円墳と Lておく・

主体罷（第17• 18図） 積項部平坦面の長軸に土軸を合せた2基の理葬主体を検出した。

粘土廓（第 1主体部）と絨合せ式箱式石棺（第 2主体部）で、区壕の切合悶係からみて第 1£

体部が先行する．

第1主体郎は、長さ 3.4m,幅 1.3m以上の贔墳の中に、 3.2 X推定 0.8mの帖土廓を埋

置している（第17図),用いられた帖土は貨畠色を呈し、必ずしも楕良ではない．＊誼を納めた

と推測される部分には、バイラン上が一様に浪任していて．その憤断面"箱形となる．粘土棺

床の厚さは約llk冨で．被覆砧士が一部残る北側,,ヽ ロ部では、丙者の間に赤色願料の薄い層を観

察できた。

掘形や粘土棺床の下位には何らの施設もなかった．粘士棺床は、南へ向って緩く下隅Lてお

り．頭位は北に求められる．

第2主体部は主として砂岩を用いた組合せ式箱式石棺で、 2,6X 0.8mの長方形の墓墳の中

に、埋設する（第18図),左右両側壁に各3枚．阿lヽロに各1枚、そして天井部の6枚で構成さ

れるが、いずれもが、被葬者の頭位により大きい石を用いていをまた、小nに使用した石の
掘込みは111J壁に使用した石よりも浅い．槍の内法は1.8X 0.4m、高さ 0.3mである。北側小

口には．棺材に接して粘士を敷きつめ、上部を緩く凹ませただけ．の枕を付設し、枕のすぐ下に

は顎骨・歯の一部が遺存していたが．風化が著しい• 棺内の全面にペンガラを塗布していた．

遺物（第19•20図） 土器と鉄器が出土した• Iは第1主体部掘形内から正立した状態で

2•3 は溝埋士中から、折り重なって11i士した。同じ饂体の破片を墳丘斜面でも出土しており、

墳頂郷から転蕗したものであろう．鉄器は．第2主体部の北東、第 1主体部との間で検出した

が．第2主体部の掘形内に位置することから．箱式石棺に伴うものであろう。これも重なりあ

って出土した．また．墳丘斜面から糸切底をもつ土暉器い出士Lている．

第19li!ll は、士師器広n歪で．口径約I&竃．器高37~の大型品。口縁部は小さく蛇行して広

が,.蟷面はやや凹む。これは口端部内鯛を強く横撫でした結果で、内鋼上方へつまみ出され

る形態となる。胴部は．倒卵形だが、底部は尖らずに平底風である．醤壁は薄く．厚さ 3一ほ

どである。口縁部外面は級位の．内面は横位の尉毛目調整を施すが｀内面のそれはJII酉宏幸氏

が円筒埴輪の研究で用いた「B種ヨコハケPと同種である。強く反転する頚部は横撫で調整．
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朝町妙見遺跡第 1号墳第1主体郎実翼図 (1/30)
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第1畷朝町妙見遺踪第1号団第2主体部実瀾図 (1/30)
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第 l幽朝町妙知竃縞第 I~墳出_,遺物其●I図 I (l/6) 

胴部外iiiの調整は、上半では憤刷毛を中心に用い、下半は縦刷毛のみである．また、一条の箆

描波状文が特徴的である。内面はT寧な箆削りを下から上へ．右から左へ籍す．底部外面は刷

毛目と憮でを併用するが．内面は風化しており断定できない。 2は二重口縁の壺である。蔽片

数は数十点に及ぶが、磨耗が著しく接合しえなかった。また、図示した郎分は小片で、傾きは

任意．口径も誤差が大きいであろう。口縁部は小さく外折し断""士方形に近い。屈曲部外面

は稜をつくり、その直上は明瞭に凹む．調整Ii.外面にわずかの縦刷毛を残すのみで、ほかは

不明。黄白色を呈L,焼成も甘い.3は口径約-の大型二璽口縁壷. "縁部は内傾L.端面

をもっ．胴部上半に明瞭な肩部はなく、なで肩のしまりのない器形となっている。風化が進ん

でおり、刷毛目の痕跡をわずかに残すのみである。

第⑳図•-• は鉄鏃でいずれも茎を有する平様式．柳葉形で片丸造りの7も、大きさなどか

らみて鉄鑑であろう.8は細身の鉄斧で．全長i3a,,刃郎蝙•~ある。袋部は折り曲げて成形

する。肩はなく、身の中央部付近が最も幅狭<-Ill形に近い.9は残存長ほ口の不明鉄器。 1!11

下半は斯iii方形、上半は扁円形となる。 11も不明鉄器．厚さ約 2一の鉄板の一端を•Iヽさく折り

曲げる. 9・11には木質など遣存していない。 10は鉄槍であろう．茎は厚さ約2一で幅広く作

られている。身は両丸造り。以上の鉄器のうち、 10のみは盗掘坑の粘土中から、饂は一括出土．

以上の遺物の中で．殊に第191ii11 の広口壺は、古墳に供献•副葬された日常土器として重憂

である．

-29-
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第寧 叩 r妙見遺鵡第'"楕出土遺物実幽図● (l/2) 

ゆ 第 2
 
号 墳（第21~磁図）

調査前、第2号墳の最高点は標高35.3mあり．第3.第4号墳最高点との比高は1

mであった。南鋼の傾斜変換点は約 33.75mの等高線上に｀北属のそれは同双.,... にあった．

この南北の傾斜変換点ぱ墳丘最高点から等距離に位置せず、墳形は長円形と予想していた．

晃掘の緒果、墳頂郷には平坦面が削り出されており、その属縁を 34.50mのコンターが長軸

9m、短軸5mの幅をもって、矩形に復原できる状況で饒つている。また、墳丘南欄の 33.60

mコンター付近には黒色士が約'°'"の厚さで堆積していた。これも．尾根斜面にかかるあたり
，，消えてしまう。墳丘の南端を尾根から切り離し、墓域の境を画するための濤であろう。この

濤から主体部までの距離は約!Om、第 1号墳の周膚までは約16mある．一方、土層の鶴察では

尾根に直交する方向で.....にわたって• 厚いところで約濱口の盛土が認められた。この盛土

は、頁部平担面にほぼ級定されてなされていたのであろう• 以上の観痰から• 第2号墳は長軸

墳丘

-30-
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第21図 朝町妙見珊鯵第,.. 墳主体部実測図 (1/30)
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約16,n、短軸約Sm以上の墳丘を有するといえ、コンクーの状汎はより矩形に近い• 第1号墳

とI司騒1こ、墳丘を画する外部施設"南蟷の溝以外になく、尾根の岡側縁の傾斜が著しいために

墳や尾根線に直交する方向の規模は綬妹で、推測に近いことを付け加えておく．

主体輝（第21図） 墳槙平坦部の中央郎付近に．尾桟1こ平行する、長辺 2.6m.短辺 1.9

mの墓環を検出した．これは、二段墓墳になっており．醤土上から堀り込んでいた。石棺は．

ほぽ同大の4枚のlill璧と 2枚の天井石、それに厚みのある 3個の木n石を11l合せる．天井石の

接点には小型の板石を置いていたが、これは9まとんど機能していない.*"と111璧の接点は．

第1号墳第1主体部とは逆に. 3'• 所で側璧が木aの外側に接していがまた．掘9込みは債l

石の方が深い．内法は．長さ l.9m、幅o.滋~0.5mで｀南鋼が幅広い．底には約1む鶴の厚さ
で砂を敷いており、そこから天井石までの高さは 0.3mあな棺内には土砂が流入していたが

ベンガラが彩かで、土砂の間に人骨片が見えた．この土砂を除去すると、南に頭位をとる仰鳳

伸属葬の人骨1体と．その大醗骨の上に頭骨など多くの骨を残すもう 1体の人骨を肇認した。

伸展葬された人骨氏頭部のほかには足の一綿の骨のみ遺存していた．九州大学解剖学教室の

田中良之氏の所見では、伸展葬の人骨は女性の• その足位にまとめられていた人骨は男性のも

のという．

濠（第22•23図J 遺物として．棺内女性頭骨の左上方にたばねた鉄器を奮また、墳頂

平坦郎西南隅で上半部を欠損した士緬器壺を検出 L た• Iの土器は復原しえなかったが大型の

壺の胴鑢下半の一片である。底部は丸底で、下半部は大きく膨ぶ丸底となる。外面には粗い

平行叩きが鱚察でき、その上を刷毛目で、内面も刷毛目で綱整する。数十点にのぼる破片の中

に．屈曲する顕郎Jヽ片が1点涙在しており，二重口縁であったことがわかる。 2は大型の鉄製

直刃鎌．令昇,,~. 最大幅約5m、背の厚さ 0.7m.柄の装着部9士、背の部分を鋭角的1こ折り

曲Ifて形成し、切先輝1ま銚化著しく形状はわからないが．他遺跡の出土例からみて｀図のよう

に復原できよう.3は通有の大きさの直刃鎌。全長は14.公．厚さ o.汝．柄装着部は小さく
彎曲する. "士JJ子で｀中這臆で折れ璽なっているようである。現状で長さ10.釦•• 関Ii

不明際である．なお、第2号墳からは天類を検出していない。

第2号墳から11l土した遺物は以上に紹介

したが、時期を特定できるものはない．た

だ．鉄鎌に幽刃鎌を含まないことから｀下

限を 5世紀前半頃に求めることは認められ

よう．上隕に関しては・土師器壷にみられ

る叩き目から言 4世紀代に遡る可能性が極

，，て強いといえる。

" 

第祖
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第2碑胡•r妙見邁賂第 2 がn出t遺物実瀾14D (1/2) 

141 第 3 号墳（第24~28図）

墳丘 第2号墳との間に小さな高まりを挟んで第3号墳が位置する．これも、墳頂部東饒

に盗湿坑と思われる1lllみがあり、東面する横穴式石室を想定していた．しかし、西闘畔のすぐ

南側に西へ延びる墓道を確認したことから• 西面する横穴式石室と判明した。石室は．尾根中

軸線より、やや東側に偏して位置する。'"地表と思われる灰黒色土層の最高点から測った盛土

の厚みは．南側畔で約 0.8m、東側畔では 1.7mある．また｀北側畔には灰黒色土層はみられ

ず、旧埠形は北へ向って高くなっていたと思われる．この地山整形は径約Bmに及ぷ．墳丘南

半の灰黒色士暦上には人頭大花閥岩礫が瀑状に配されていた．整然としていないが地山整形9

インの隅縁に位置しており．また玄門右上方の花巌岩礫に接して土師器高杯が敷片1こ蔽砕され

た状慧で出士したことから阿らかの祭祀に伴う可能性がある．墳丘の北1111では幅約3m、深さ

0.4mの浅い溝を検出したが、これも完周せず、尼恨斜面にかかるあたりで消滅すが南鋼で

も黒色土層をみたが、明攀な掘込みはなく、第 3• 第4号墳の問の凹郎に自然堆精したものの

ようである。

主停饂（第25図) l!i面する単室横穴式石室である。検出時には天井石が陥没しており．

また左鰐壁も屡石 1 枚と袖石を残して崩嚢していた• しかし．人頭大の朧と板石を用いた閉塞崖

設は完存していた。玄室は,2.6Xl.2mの長方形ブランで．残存高は約 Um.石材は砂岩．

礫岩を主に用い．花腿岩も混在する．抽石は。やや扇平な大石を憤9こ4111積み上げて構成する．

壁体はほぼ垂直1こ立ち上,.石積に整合する面は認められない．奥壁の慶石には、残存石けの

うら最大の花臓岩を用いていた．敷石1え、玄室網半鑢分しか残っていなかったが、第9号墳の

ものに比して大きめである。玄門をくぐって十ぐ左欄の敷石上で、上雄儡l11と須恵醤平穎を検

出した。麒庭部の貼石は、長さ0.2~ 0.4mの短いもので．墓道鰐へ向って少し広がる．
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第れ図朝町妙兒遺跡第3号墳主体螂実渭図 (1/≪l)
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遺物（第26~鴻図） 石室内から、 Ji類．鉄踏. till器級、

"也器平瓶．砥石を・"道・ lfifrカ・,・,le器を出上した．七"す

べて.,,,示していないが、実測．，；団測Iこたえ・Hのを掲げる．

第硲図-•·•は土宅休面、同1~s• 1• ,、第27図ー1111

騒遥から．そして第26図ー 10、第27[~ー12は地u,上から出土L
た。また、第,,.墳との間の黒色土層中から出土した±器は．

いずれの古墳に伴うものか判然としないために、一括してi•J醐

に取り扱う．

1~3"須也器杯身で、受部の形状ゃ立ち上りの内傾度に若

千の相違点があるが、いずれも、口径10---11~. 器高3.5~'・°'冨で1王ぽ同じ大きさである．

調整手法も同様で、同一塑式に属すると汚えられる．また. 1•3 の内函底部付近には一文字

，，箆記号がある. 4は須息器杯羹胎土は粗く、焼成も甘い. 51ま提瓶で、い縁部は肥厚して

受けい状を呈する．ヵキ目の手法が著Lい, 61士玄室内で潰れて出土．胎±は精良で、焼成も

良好である．カキ目が著しいが、胴部下半liiE/11して左向きのT寧な箆削りで調整する。 7は

甕で・"緑部を欠損するほかは完形。胴部外面は、平行叩きの後に全面をカキ目で仕上げる．
~ 

，，，面下半には特異な当具痕が印されている．これは、横山浩一のいう「車輪文叩き目）の一変

種であろう。 8は土師器益。口緑部は内彎Lつつ広が,.111部は浅い球形を呈する。全面をT

寧な箆磨きで調整した後に．幅約,_の暗文を左下から右上へとら線状に施文する．色躙はほ

ぽ赤橙色を豆するが．胴部外面に黒斑がみえを焼成はやや廿い。 9•10は土師器高"·91i

住状部内面に絞り痕が残り．外面は幅広い縦方向の筵削りを施す。 10は地山整形時の祭祀に111

いられたもので、検出時は．脚部は完形で．杯部は数点に破砕されて．約印渾匹方の区國9こ散

っていた。口径約l!k冨、脚部径約10.6a,、器高約,,~ある。杯部、脚部ともに大きく広がる．

器表の風化が著 L く．調整痕は醸認できない。 11·12は大型の甕.nは口径沈~-器高心m,12

はJOと墓道を挟んで対峠する位置に正立して擦えられていたもので口径22m、残存高-。外

面はともに平行叩きの後にカキ目を施す。 11の内面には同心円文と平行線文の2種類の当具痕

が残り、後者は胴部下半のみに使用されている。

次に、玄室内出土の玉類、鉄器を説明する（第28図）。 13•14はやや透明感のある赤燈色，， 9

／ウ丸玉, 13は最大径 2mの大型品で,14は径 o.,~。 15·16は琥珀玉で｀出土時は完形と保

っていたが、乾燥してヒピ割れてしまった。それぞれ長さ 3.!m,2.4~ である， 17~20はガ

，，ス丸玉。 17~19は保存状態が悪く．灰白色を呈し、 21)は黒色である。 21は濃青色のガラス連

玉.22もガラス玉であろう．これらはいずれも玄室前半部から出土した．

23~29ば鉄鎌で、錨頃は7点を数える．いずれも長頚鑑であるが、鎌身の広狭で2形式に分

類できがその一つは鏃身の編広い23• 25 ・カ・ 29で平根式である。他方は細根式の24•26•

＝ ='="I I 第お,.輯"妙見直鯖奮
第'"項主体部閉塞図 (l,べ0)

卯
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朝町妙見遺躊第3号墳出±遺物実瀾図D (1/6) 

認である。璧頭式と呼ばれる2Jlは丙刃で,291士鏃身下部に小さな逆鰊状の突起をもっ.30は大

刀片。身の幅約 2.7~で．棟の厚みは約•-~-関部はやや幅広くなり、片関のようである．

身に鞘の木質が遺存している.31は鉄製曲刃鎌．全長16.6<富、背の厚さは約 o.公霞．先端部を
欠くが、"ぽ完形である,321之、現存長Ilk重の刀子で｀鉄板を折り曲げた柄縁金具が残る。

まに玄室右奥で、崩霧した石材に押し潰された状況で人骨片を檎出したが、小片であり奮

かつ諷化していた．

この第3号墳では、先述したように小さな盗掘坑があったものの．土眉の観察ではそれは浅

く、石室に達するものではなかった。また~ 石室の上半を露出したところ~ 左銅壁はみえず、

天井石は傾いて右側壁が最高所に位置していた。左賣壁が崩落した部分の土は変色していたが、

これも盗掘を受けた形跡は認められなかった。以上のような調査時の所見から、本古墳9え処女

墳であったと考えていを後述する第4号墳との多くの戴似性や立地関係を勘案するならば、

追葬の行なわれる以績に石室が自然崩霧したため巳第4号墳を構築した可能性も否定できな

ぃ．ただ｀巨大な天井石を除去する際の攪乱を考慮しても..石が傾き、あるいは移動してい

た点に問題点は残る。

築造の年代は墓道から出土した須恵器杯身の形顛からみて.6量紀の後半代に求められる．
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第公四 輯町妙見遺疇第3号墳出土遺物麗 {l/2) 

151 第 4
 
号 墳（第四～“図）

墳丘 調査区の南端に位置する．調査前の最高点は、標高33.,.. で・東側に浅い盗掘坑が

あった。墳丘北鱒1こ傾斜変摸点は観察できなかったが、第3号墳との間で完周する 33.00mの

コンターを基準にして、墳頂部を中心とする円を描くと．径8~9mの円墳に復原できた．地

山は、旧表土と思われる灰黒色土層で• 最高点は南側畔で標高33.6m.東側畔で32.8m、そし

て1tllJ畔では33.3mあり、'"地表が北へ向って緩やかに．そLて東へ向って"急傾斜ともって

下降していた状況を復原できる。東および南側畔ではこの1日地表を削9取る地点（中心部から

それぞれ.4.2 m、2.6mlから盛土が始まり、北鋼畔では．灰黒色土層に関係なく., .. .. 

，，織点から始まる。この.....という徴値は．墳丘南闘で検出した溝底から石室中心点までの

距離に等しい。したがって．第4号墳は、長径 9.6m.短径約 Umのいびつな墳形に復原で

I 
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第四図 朝町妙見遺騎第●号禎主体部実壽図 (1/鉛）
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きる。ただ、円形を意識したがあるいは方形を志向して造裳し

たかは不明である。

頃丘南の調査区際で検出した9鼻は、幅約 2.8m.深さ 0.8mの

規模をもつが．墳丘を続らずに、,.根と直交するのみである。ま

た、先述したように墳丘北側に溝の掘込みはなく．これも第1号

•第 2 号墳の南傭で検出した溝と同様の性格をもつものであろう．

ただ、この場合は第4号墳，，みを切り離すのではなく、第3号績.---
lm 

ともに2基を切り離す性格を有していた可能性が強い. f-ー・-1 I 
第傘帆町妙見遺轄

主体舗（第29図） 盗撼坑は表土を掠める租度のものであり 第4サ墳主体郎閉塞固 (i/40)

石室が完存しているとの期待を込めて発掘を練けた。石室天井石を露出させたところ．天井石

は傾き．人頭大礫が多くみえていた。この時点で天井石が崩落しているとわかり、落ち込んだ

石材を除去するとともに、墓道を発撼した．

墓道には、人頭大の礫が、数十偶埋没していた。地山から浮いた状能にあり、かつ．石室債l

が高く、慕ill簡面へとレベルが下がって行く。墓道の貼石9こ崩鱗した痕騎はなく、また．崩議

した石室の石材が流入したとも考え難く．現状では意味不明の石材というほかない。

玄1"1の閉塞は、高さ-、蝙-、厚さ20<がり板石を立て、その左右両側と眉石との間に挙

大礫を詰めてなされていた．

玄室..、長輪 2.4m、短軸 l.4mの長方形プランで．鋼壁It小さく靡らむ.n石は人頭大の
角礫6籠を並べて構成する。石室床面の敷石は、 m石より一段下がった位置に挙大の,)濃を密
に敷きつめるが、天井石の崩霧と発掘時の攪乱によってかなり移動していた。璧体はほぼ鋸直

に近く立ち上がるo左鯛壁の石積の状籐を見ると、奥壁から玄門にかけて、綻用した4錮の慶

石は徐々に小さくなり.2~4段目まで長軸.....切口の石材を横位に並べ、その問練にヽJヽ塵を

つめ込んでいる様子がよくわかる。奥壁も同様であるが、右鱒壁では塵石の使用法は左憫墜と

同様であるが、それ以上の石積は乱れている。

墓道の貼石は、長さ lm煎後と短く、プランは小さく開く．

被葬者ば頭位を玄門に向け℃ 玄室右側壁に沿って埋葬されていたようである。それは、

大刀残片と鉄斧を右側壁直下の敷石上で．また．勾玉などの玉類を石室中央部付近で出土した

こと．さらに玄室右奥の敷石に右側壁に平行して長軸をとる範圃でわずかなペンガラが付着し

ていたことによる。また、玄室内からm石に立てかけるような状態で3点の土器を供歎してい
た．しかし、正立状態の須恵器提瓶、土師器益に内容物はなかった。

遺鞠（第31~34匈 遺物は玄室、墓道．墳丘• 地山上から出士した。

玄門内の3点の士器の出土状況は以下のようである。石室のほぽ中軸線上に須恵器提甑を正

立した状態で．その右横9こ杯部を欠損した須恵器高杯脚部の完形品を倒立して置き．さらに右

-40-
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第31図 朝町妙JI.遣暉第4号＂出上遺物実測図 1(1/3)

側に土師器椀を正置していた。 1はその提瓶．

口縁部は外上方に小さく開き｀蟷部を丸くお

さめる．口縁鋒の一部が内側へ押し出されて

いるが．それが注く機能を意識したものか．

焼成時に歪んだものかは不明である。 2も玄

室内に置かれていた高瓜杯部は墓道埋±中

から 2片出土した。接合しえないが、駈士、

色鵬、焼成などからみて同一偏体である。杯

部は直角に近く立ち上がる口縁をもち、屈曲

瑯面に櫛紅具による列点文を付す。器壁

は薄く、口縁部付近は2•である。脚部はす

らりと開き、脚端部に面取りを施す。カキ目

が著しいが、中央付近に稚拙なIll描列点文を

施文する. 3は墳丘から出土した須恵器脚部

片で．高杯の一部と思われが強い績憮で調 第寧

2
 

↑, , , , r 守
朝町妙見遺跡第4号墳出土遭物実潤図n

(l/6) 
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朝町妙見遺跡第4号墳出士遍物．原犯Im (1/2) 
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整のため、器表の凹凸は著しい. 41± 玄室内で出土した土師器盟の完形品。取り上げ後．細片

化して口縁部を欠失した。器表の遺存状況は悪く、調整痕は不明瞭であるが｀第3号墳出土の

塁と同様であろう。ただ、器形は 3号墳のものに比して、口縁部の内彎度が弱く襄直化すると

ともに."径が広がって胴部も偏平化い後出的である。 5は俗に言う「赤焼須恵器Iである。

焼成1埠軟質で淡赤蝸色を呈し．器表の風化が著いいが、二条の沈線に示されるように器形・

調整手法け須恵巻のそれと同じである. 61士墳丘南の濤の肩で正立した状態で検出した大型甕

で、口径約,~事、高さ約--装飾は口縁部外面9こ一条の突帯を付すのみである。

次iこ＊石室内外から出土した玉類、鉄製品を紹介する（第33•34図）

7~101よ碧玉製品. 1 の勾玉は全長 3.1~. 石理が斜めに走り郷分的に剥離している。色は

灰緑色で上質とは言えない• 穿孔は片面穿孔.8 •• は濃緑色を示す上質の管玉。これも穿孔

は片面からなされて9・る。 10は淡い縁青色の管玉片で書広義のいわゆる馨玉の範疇に入るが蓄

～心一

|
1
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第""'紺町む兒遺跡第 P/項tUt遺物尖測l<IV (I/<) 

緑色凝灰岩であろう。 IIは水晶製切0I-玉で、やや白濁している．

訟-25は鉄鎌．いずれも長頸鰈だが、 12• 13は平根式それ以外は細恨式である.12は閉塞

石前の島道床面で検出したもの。完形ではないが、送拌儀lLに伴う呪脩的な性格をもっと考え

られる.13は箆被をもたない上頭武鉄鰈。 14は先端部の稜が甘いが、五角形式、 15は圭頭式で

ともに片丸造り,16---18は撃頭式で4鮨体出土した。いずれも第3号墳出土例と異なって片刃

である。 19-24は雄身の細部にバラエティがあるが、いずれも柳葉式に属する．おは片刃箭式

の敵片で｀この形式111点のみである。鏃身の総数は1靖且体であった.26•27はJ)子.ZIの身

は細く．先端I士丸味をおびる．潤は有袋鉄斧．全長約 7ぶ頂．刃部縁約4mの小型品である．

29は大刀で｀残存長は約応～。棟の厚さは約 0.5<冨で，身の蝙は,~. 関は片関で，●釘穴ば

不明である.30• 31はこれに付属する刀装具.30は大きさからみて柄に装着するものであろう。

長辺の一嬌を折曲げた．厚さ約2一の鉄板といびつな卵形に折り曲げたもので｀内部に長軸に

平行する木質が遺存している。 31は鍔・ 外綽の厚さは約・-で．内1111へ向って薄くなる．外周

には 6個の長方形の透1Lを穿つ。内緑はほとんど欠失するが、卵形を示すであろう．長径 7.5

ロ・逗径'・"冨C

次に第 3号•第 4 号両古墳の間に堆積する黒色士層中から出土した須恵器について路述す

る（第35図）。 1•2 は杯は杯身• lは口径10.&富｀器高 3.&讚で、立上りなどは第3号墳墓道

出土例（第26図 1~3)に比して扁平である． ,,. 復原口径が12.Sc冨でやや大きい。立上りの

器壁は薄く、内彎気味に内傾する。靖部は強く横憮でするために小さく内折する。 3は高杯．

杯部口径n~、脚部径11.4<震．器高13.lm を測る、第 4号墳から出土したもの（第31図 2) と

類似し、杯部屈曲jJJ!外面に111i描列点文を付す．関部外面のカキ目は部分的に波打ち｀稚拙であ

る。"'聰の口緑部であろう。口緑端部は水平面をなし、緩く凹む。 5は提瓶。口縁部は内彎

気味に開き｀罐部を丸くおさめる。中央部付近に一条の沈線文を施す. 6~81れ甕..は口径

約13.紅．口縁部は肥厚して面取りを行が肩部に部分的に叩き目が残るほかは、外面全面を

横でして叩き目を消す。内面に同心円文を残す．灰黄色ないし灰褐色を呈し、焼成は甘い．

8は頚部外面の2か所に罠記号をもつ。
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第逼朝町妙見遍縞第3• 4号墳出七遭物実潤図 {l/3)

この第 3 号•第 4 号両古墳の間に墓域を繭する施設がないことは先述した．それとともに．

石室の規模•平面プラン言被葬者と安置する位置や士器の供献状況．副葬した鉄製品の構成や

点翫などの多くの点で類似性をもつ。このことは．両古墳の嫉葬者あるいは造鴬者たちに密接

な関係があったことを思わせる．

この古墳の築造年代は、玄室から出土した須恵器高杯から 6世紀の後半代に求められよう。

そして、第3号墳と比較するならば、共通する土緬器塁は本古墳出土例がより後出的であり．

また．鉄錨の中の細桟式鏃の占有率からみても同様である．したがって．本古墳は6世紀後半

頃に第3号墳にやや遅れて築造されたといえる。
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{6) おわりに

以上が朝,,妙兒遺跡"兒拙閾企で得た知兒である．濁，，力法について自¢批判する点か多く

ぁ,,たが、得た内容はそれにしまして地域史に新しい頁を加えるものであった、

本遺跡は4基の＆墳からなり｀調査区南には、さらに4基"どの占瑣が営まれ Cいる。調査

区内の第 1 号•第 2 号古墳は'""世紀後半前設の築造になるが、第 3 号•第 4 号墳は前 2 者

に遅れること約 200年経て言造されたもので、おそらく未調査分の4基"古墳とともに後期群

集墳を構成しているのであろう。この2群の披葬者遠1こどういう閲係があったのか、あるいは

まった＜懸関係に隣接して造墓を行った，，みなのか知るすべもない．しかし．蛸 1 号• 第2

号、第 3号•第 4 号墳のおのおのに"密接な関係を氾定できる。時期的地理的に近接しており

主体部にも共通性があるからである。以下に．遺構・遺物についてまとめる．

墳丘 第1号墳1よ径16m前後の編円形．第2号墳は長軸16m、短軸Sm以上の長方彫墳と

考えられるもので、いずれ Lilt部に平坦面を削り出して主体部をおく• 盛土は""頂部平坦面

にのみ、 30~40o,の厚さでなされるが．埋葬主体部を覆うだItにすぎないようである。第1号・

第2号積はともに主尾桟側1こ溝を削って．区画している．

第 3 号•第 4 号墳1よ径!Om に満たない,1ヽ円墳であろう．これも尾根の形状に項形を規制され

ている。両者の間に互いを区画する遺構はなく、 4号墳，，南1こ尾根線に直交する溝を掘削する

のみである．これは、第 4 号墳と調査区外に続く古墳を区直するもので．第 3号•第 4 号墳の

苫接な関係がうかがえる．

主体部 第1号墳第1主体部の粘士楕配、宗像市郎内で初めての例である．北部九州の検

出例は決 L て多くはなく• 福岡市酉区（現早良区）藤崎遺跡第4号項？筑紫郡那珂川町江干若
山遺跡円項？同井河古墳群中の6墓筑紫郡太宰府町（現太宰府市）宮ノ本遺跡第3号項？甘

木市大願寺古墳？久留米市七曲山第3号墳,,どが管見1:のぼるのみである。このうち、恵子若

山遺跡円墳が珠文鏡を出士し、大願寺古墳で三角縁神獣鏡を出土したと伝えられるものの、そ

のほかの古墳の遺物は貧弱である．墳丘規模はいずれもほぽ20m以下で．墳形には円形・方形

がある。これらの築造年代は大略4世紀後半から5世紀輯半に求められる。以上の蒙少ない例

ではあるが、北部九州では、粘士廓を採用する古墳1が中・小規撲の古墳に限っていた可能性が

ある．これは畿内地方で大規模な古墳に粘士樟勘澤用されず．厭）室・陪塚あるいは大王の近く

に位置する有力地方豪族層の古墳などの主体部として多用されている現象に通じる点がある．

また年代もほぼ同時期である．

第1号墳第2主体郷．および第2号墳の主体郎は、箱式石棺であった。箱式石棺を主体部と.. .. 
する古墳は．市内では久戸古墳群中に3基、編元古墳群第6号墳．名残遺跡群徳重仏祖第2号
0 O 9 
墳などがあり．周辺地域では、玄濤町上高宮石棺墓、津屋鰭町奴山5号墳などが知られている．
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久戸古墳群第6号..では三角椒贔綴如I'を出土L.4世紀i:~s世紀削..., こ位置付けられ．値

の古頃も相前後する時期とされる、揺元凸m群松6号填は焦邁物ICが、 4ふ,,l:f本部か1司 JJ!t 
丘上に位置することから、やItりと頃時代1¥11翔と推定されている.J・.,Oi宮七粕塁"小型伐製鍍

や銅鏃、奴山5サ川は陰9質土器"出土で著名とな、た。慨してこれら"いずれも 4世紀-,11:
紀前半の占111である。そ L て朝町妙見遺跳第 1 号•第 2 サ項もその範囲におさまるも"で、当

地域で箱式，，館を埋葬主体として和1用した時期をある程度限定できると考えら1いか

第 3 号•第 4 号墳はともに単室の慣穴式石室を主体とすふ羨道郎』9なく．組い貼石をt-1ナ

のみである• 石室"いずれも天井石が崩落していた。閉塞石は完存しており、第3号墳で"人

頭大の膿と板石を用い• 第4号積は大きな板石を立てかけていた。玄室は長方形プランで、 1ll1

壁がやや膨らむ• 監体"羞直に近く立ち上がる．阿古墳のブランは、長軸長で• 第 3 号JJI•'約

20m上回るものの、"'ま重なる。禎石の積み方は異なる。第4号墳の遺物の出；ヒ状態などから

埋葬時の；；室内を復原すると以下のようになる。遺体"右奥に側璧1こ平行して頑位を玄門饉に

とって安置し、棺の周囲Iこ鉄器を副葬する• そして、玄門の内側Iこ...体の土器を並べるので

ある。第3号墳も同様な状況を推定できる。ここでは崩落した石材に押し潰された人骨片を玄

室右奥で発見した。

遺物 第 1 号JJ1の 3 点の壺形土器"築造峙期の決定にもっとも有効なものである• ことに

広口壺""常土器の供献という意味で、集落遺跡との直接対比が可能である。こ"磁"・Q緯
端部のつまみ出しと口緑部が儘<Ill妙な曲線、頚部の横撫でなど．布留式土器の要素と濃く表

している，類似する京都府元稲荷古瑣出土の付し形態の比較であれば．胴部の張りなどの点で

よリ古い様相を示す。ただ、文化伝播の過程を考慮するならば．いちがいに先行すると"菖い

されない面がある。肩郎の袂状・母は、山陰地方に源流を持つと思われるが．肩部の憤刷毛と
⑳ 

ともに、北部九州の上師：計漏年の中で一つの指標となっている。柳田康雄氏の綸考に照らすな

らば．氏のllの期、 4世紀中葉に相当すも大型の二重口縁壼について"・ 形態が特異なもの

で比較資料を知らない。今後の資料の増加を待ちたい．

第2号墳の遺物では、大型の直刃鎌が極立つ．直刃鎌"、 5世紀前半に半島からの新技術の
◎ 

僚取に伴って曲刃鎌に活躍の場を奪われるという．北部九州で直刃鎌を出土した占墳"・ 筑紫.. .. 
郡那珂川町妙法寺古損群第2号墳前方部箱式石揖大牟田巾函極占墳などがあ凡いずれも前

期に比定されるものであな類例は多くなく、貴重な資料を提供した拿

第3号・第4号墳の出士遺物は乏しかった。しかし、玄室中の遺物の出土状況"、当峙の葬

送を復原するのに役立つ好資料である。

第3号墳では、大刀1振．鉄饂1点.JJ子 1点、曲刃鎌1点｀それに玉類が、第 4号墳では

大刀 1嶽、鉄繊15点、 JJ千2点鉄斧l点、それに玉類を出土した。ともに、 1点の馬具の残

片も検出しえなかったが｀元来．副葬されていなかったとみるぺきであろう．共通する点は、
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大）） 1振，｝」子・鍛と農上具を付するが、属具を持たないという点である．より緻密な検証が

必要であるが、後期群集項を造営Lえた階磁の鉄製品の所h形態を、こ"'古墳Ii示している

のであろう. ,, 収時代後期"葬制には、前方後円墳｀大型円9方）墳｀士墳藝など種々あるが．

る室を築き｀頃丘を占有できる階層の追求に貞献しうる好浚村といえる．

本遺跡Ii宗像市郡"腿史を大きく変えたといっても過言ではない．従来、この地域の前期古

填としてtt.全長61••の前方後円墳、東郷高塚占項？先の久戸古墳群中の箱式石棺をもつ3基`
醤元古墳群第 6サ墳などが挙げられていたが，推測の域を出ないもの｀遺物の残存状汎の悪い

ものであった。帆町妙見遺跡の調査によって、 4世紀に遡る古墳の存在があきらかになったこ

とは“今後の調査の進め方にも依重さを要＊している。

注① 福閾県教育委員会 9砥岡県遺跡等分布図 宗像郡編』 ,m
庄②）''"宏幸 1円筒埴輪総論J '考占学篠誌』窮“巻第 2 号•第 4 号 1978•79 

注③ 横山滋— i須患器に見える車輪虹,,き目の起源J '九州文化史研究所紀要』第26号

注④ 漏閾市教育委員会「編岡市西区藤崎遺跡I r!I閾市埋葦文化財調企羹告書J硝印集 J匹

注⑤ 高倉洋彰,.,.r恵子若山遺統J
注⑤ 那珂）II町教育委員会「井河占n群一筑紫郎那珂川町大字片縄所在古墳群の調査輯告書J

注⑦

注R枷田庫雄「原始編Jr甘木市史

I釘'5

1981 

『那珂

川町文化財潤査報告書』第101I!

太宰府町教育委員会,.,,,本選躊一太宰府町の文化財』

1983 

19印

1禎＂

注⑨ 石山勲..,., 七曲山古墳群の躙査J '九州縦貫自動車道関係埋蔵文化財調査報告一立渭一編閾

県久留来市所在祗園山・七曲山阿古墳群の調査』 l切9

注⑩ 宗橡町教育委員会「久戸古積群一宗像郡宗像町大字河東所在古墳群の調査」

注⑪

注⑫ 現在調査中．遺物はない．

注⑬ 宗像大社復興期成会r宗像沖ノ島』
注⑭ 津旦飴街教育委員会r奴山5号古墳』
注⑮ 置田雅昭「初期の朝顔型埴輪J

注⑯

注⑪
注⑲

注⑲

注⑳

査報告書』第2集 l叩

稲元古墳群調査Ell『福岡県宗像江，は町稲元山頃騒"''期調査輯告

柳田康雄「三•四世紀の土器ど鏡」

日本住宅公団『曹郷曹騎群』

『宗縁町文化財調

1975春』 ,.,, 

19乃

1978 

r考古学緯註U賓包巻． 3号

都出lt呂志 f農具鉄器化の二つの胃期I

r那珂,,,町文化財鋼査輯告書』第7集

1!'17 

『森貞次郎博士古稀記念古文化論集

9考古学研究』第13巻第3号

下巻』 I寧

1967 

四 1,,町教育委員会 f妙法寺古墳群直闘市筑紫郡那珂1,,町紐恵子字妙法寺所在古墳の調査」
1復"

大牟田市教育委員会『讚塚古墳ー大牟田市黄金町IT目所在の古式古墳の躙査』 l函

I却
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5. 武丸大上げ逍跡

ill概要

遺跡"宗像加り東北諏域'"'標高 369.3mlから東へ9紅生する丘陸9』山側緩斜面に位賤す

る．遺跡の北東部は標高約..,,..,城'"峠を越えて遠賀邸遠賀町に至る。遺跡，'南側面'"'"出武

盆地が広がり、盆地の中央を東酌こ走る幹線道路"績田峠を越えて鞍手部鞍f,rへ抜ける．

吉武地区は宗像罪玄海町神湊を洞Uとする釣JIIの上流にあたリ、宗像市でit.南繹地区と並

んで2大穀倉地帯である．これまで文化財調食が行われておらず．今回の調鉦1サ緊急発掘嗣査

ながら綾初の発1il1である．

遺跡地は現在水田であ,.丘陵西側級斜面の標高約32mの高さに遺揖の分布が認められる．

既"前年度の拭掘調査により、多量の瓦を薙認Lており、寺院の存在も推測させた。本年度の

鑓場整偏事業に先立ち、削平部分の表土および包含層を除去にかかった．瓦はこの包含"1•~に

多く認められ、遺構内からの検出はなかった．

検出できた遣構は竪穴住居跡・掘立柱建物跡・石組み遺構である。

121 遣構（第36図）

水田6枚に．まず、トレンチを園けて遺跡の広がりと罐認する作業に入った。最L遺構の広

がりを見せたのは、最北の水田であった．北から 2枚目の水田は削平がかなり進んでいたが、

函側に柱穴を1基瞳認した．全体として遺構の広がりは、第36図の調査区の北および西へ広が

りを見せるものと思われる。北111では．瞬9の水111に主要な建物蒻が推定できる．また、四側

では隣9の水田との1111に比高差があるが、これは整地に伴うもので．自然傾斜面が緩く返側へ

延びており、さらに西側へ遺構の分布が広がるものと思われる．

次に検出した遺構について概略を述ぺたい•

鰤1号緊穴住居諭 方形竪穴住居跡である。規模約4.2mX4.0m、周壁際に小溝が掘られ

ている。こ＂溝は北西隅で住居外へ延びている。主柱穴は 4本である。出土遺物は大半が床面

，，いし、濤中の出士である。

鯖2号竪穴住届鰭 調査区の西南隅で検出したもので、 1辺約 5.Smx6.0m以上の長方

形ブランの住居鯵である．床面中央1こ炉跡と思われる焼土面があった。北と東の壁際には蝙約

0.5 m~  0.9軍のペッド状遺構が認められた。遺物は床面直上から出土しており、遺物の様相

と住居跡の形態から古墳時代饒鵡に位置するものと思われる．

S81 調査区東側で長軸を南北からやや東に艇った方位で• 2 X 4間の大型建物跡を検

一心一
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第寧 武丸大上げ遺脇遺構配置図 (l/200)
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出した．主柱大1墳はぷ形で l辺 1叩口を起えている．深さ 9埠か・-と深い。土射観察から

杜叫'"ふ這えない.ft心呵饂,,.,行で東il>JI3'0直・内側13.19~. 梁行は北側でお,~、

内側で西7m であるこ'"''、'''"'函側 11'1ヽ計仕．し 1月か長•'•"心1印消憮を次の方法で別り

出咋准心"り合計吋Iii数，漏I,梁行で""・・ 印 rで'""・"'●と 37年となかまた、こ
叫喜物跡，，内部9こ112列,,,訳が、長軸中央線から東瀾，,'分によ・ベ検出できた．全体の構造
としては、単彼で1よなく、第,,;掘立社建物の付属施設であると考えられる．平城品の調査で

はSX出'"'建物をSB540'>付属施設として．これを倉庫に推定している．付属庇設の庄穴

は、規模がヽlヽさく、柱の径も21kmを越えないものである．

SB2 SB! の北側梁行が南側lfi行と一直線となるように．長軸を東西方向にとってい

を調査区内で、建物＂半分ほど検出した．構造は SBIと同一規格で違てられており、内部

施設もSBI と同―•規格であることから、 2 棟の建物は同時期に建てられたものと考えられる．

郷逼からするとSB!の邑側とSB2の南側平坦面は建物の建たない空間となっている．

S63 調迂区の西側で、長軸を南北にとる掘立庄建物である,SB I• 2に比べると小

さく、梁行2111l以上、桁行3間で、梁行柱心間約''°"'・り市柱心閑約 2Hk冨を測る．

(3) 遺物（第37• 38図）

Ill士遺物は竪穴住居疇、住穴内と包含楕中からのいのである．

露1・2号竪穴住屋鰭 土師器の壺・甕・高杯・椀．須恵器の杯を出士している。遺物の

年代は 4世紀-•世紀代におよんでいる．

包含層（第"1•38図） 包含層中より多饂の瓦を出土Lている。各土層中より出士した瓦

には差がなく．遺物の出士状態からすると、這物の庭絶後．後世の整馳作業に伴って遺物が分

散して堆積したものと思われる．

軒丸瓦（第幻図） 1~3とも同笛によるものと思われる。出土軒丸瓦はこの一種類で、

単弁十六弁運華文の瓦である。低く突き出した中房と繍弁からなる．中房li1+8の運子を配

する。蓮弁は先嬬が丸味を帯びた菊花状の繹弁で．内区と外区との圏線はない．外区には16個

，，珠文を配している．外縁は低い斜縁となっている．瓦当径は約17.2~である．

軒平王（煕寧） 均正唐草文を配する瓦で、 4~7とも同措9こよるものと思われる。中

央の1本の縦線を中心として左右の軸線を中心にして、上下に4回反転する麿草を、さらに、

中央上下にも、 1回転の唐草を配する，上下に内・外区をiliする界線はない。上下の外区には

珠文を配し，両薦には左右各1個の珠文を配する。両脇の縁1文幅の狭い凸帯をつくる。顎は弱

い段顎で貼り付けによっている．凸面には縄目の,,き月が残る，瓦当面の長さ約--

他の瓦には、道具瓦の鬼瓦．畏斗瓦等が見られる。鬼瓦は肉盛りの豊かな鬼面文を主体とし

ている。右鯛の日と頬が残っている．内区と外区を直する界線をtち、外区には珠文を配して

ー印一
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14) まとめ

掘立柱II!物は調査の結果から．さらに北と西側へひろがっているいのと思われる．この中．

北側へは大型の掘立柱建物が続く可能性があり、今回検出した建物を倉庫とした場合には、最

も全体となる建物が推定できる。また、西鱒へは。今回調査の小形の掘立柱建物に続く建物群

がのびるものと思われる。遺跡としては、東側の標高の高い位置に主要建物が配置されること

になる• SB I , 2とも各地に検出されている建物に負けぬ大型のものであるが、遺篇の立地

や建物群の構造についての検討"・ 今後の資料の増加を待ちたい。

掘立柱建物に伴うと考えられる瓦は 1種類で．軒瓦はセットになる．
e 

この種の瓦は類例に乏しいが、浜口廃寺出土資料に顆例を見い出せる。輯文中の軒丸瓦は中

房・弁の形状はよく似るが。弁のつくりが当遺腑に比べて緬味である。軒平瓦については．攣

文中の唐草はやや肉太に思える。胎土については、浜口廃寺のものは．砂粒も少なく良好とい

える．ただ報文中の瓦が破片であるため。正障に比較できないが、同窪とは言い離いが。いく

つかの類似点をもっている。

瓦だけの出土であり、年代観については、現時点では掘立柱建物の成立時綱を8世紀後半～

9世紀前半の/IIJIこ納めておきたい。

゜宗像市部では畦町遺跡、神興廃寺から瓦を出土しているが．当遭躊の瓦とは直接には結びつ

かない。

近年の発掘調査では．全国的に官篇跡の発掘資料が増えつつあるが、従来考えられていた遺

跡立地とは違うところに大型の掘立往建物が認められる傾向があるため．これらの蘊物を。郡

街より小単位の繹を単位とした建物群の構造について今後、検討を加える時靖にあると思われ

るが．この種の建物群の位置づけに。当遭跡の鴫物群は格好の資料といえる。

最後に当遺跡の発11i1調査および整理にあたり次の方々に御指導．助言を戴きました。厚く御

礼申し上げます。 （敬称略） 北九州市立考古博物館 小田富士雄、九州歴史資料館綱有"'

長石松好雄．主任技師横田賢次郎．森田勉．高橋章．

匹） 『平城宮発掘調査編告遭』 奈良国立文化韻膏究所学韓第26閥奈良国立文化輝""'

1976 

注② 石松好雄•高橋章『浜口（月軒）嚢寺』芦屋町教育委員会 1979 

注③ 九州塵史""館編『九州古瓦図縁』 '"'' 
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第w章おわりに

1如年度の琴急発損讀査115件、約5000,dについて火翰LIこ。この中の用山堂9上遺跡と朝

町妙見遺鰤は本書をしって本報告としている．

肝坂中山遺跡、曲香畑遺跡、武丸大上げ遺跡については整理H程や出上霞物の量から本年度

，，本報告を断念し、概報の形をとることになったのは担当者の力不足と反省をし、今後．早い

時ll!iこ整理報告の資務を果たしたい。

以下に各遺跡の調査成果と課題と略述する。

野坂中山遺跡は、 13-14憧紀を主体とする集落跡である．繕物の規模、構造については現段

階では明蹟にし離く、今後に課題を残している。遺物は土帥昆瓦器、瓦質土器、嗣繊器、石

製品等が出土しており・大半は包含層の出士である。この中．青磁双耳ヽI洛：t.t, 日本での出士

例がない．この種の遺物は、中国南方や東南アジアにおいて出土例が紹介されている。 『宗像

神社史』によると、中世の宗像大宮司家は中国朝鮮との貿易を盛んに押L進めており．この

ことと当遺跡をはじめとして朝町山添遺跡．石丸遺綺出土の輸入陶馘器は密接な関係にあると

言える．

曲香煩選跡は．粥生時代前期末を前後する生活遺跡である．揉高約:JOmの2ヶ所に袋状竪穴

群を検出した．住居跡を伴わない点は光岡長尾遺跡と類似し．住居地は竪穴群より低位に考え

られる．

遺物は土器と石器が各竪穴から出土している。大半の遺物が未整理のため、知見できる範囲

で土器の傾向について略述したい。

壺に見られる鵡特徴は関門地域的様相を強く持っている。壼．甕に見られる体部上半の屈曲

や底部の上げ底は縄文式土器の要素を残している。これらの特徴比今川遺跡．光岡長尾遺跡

にも共通するところである．

用山堂／上遺轄は、調査面積が狭く．遺構が少なく、遺物の出士がないことかふ遺跡の性

格や年代については不明鶴であるが．周辺採集の遺物に龍泉窯系青臓が見られることから、中

世の一時期におさえることは可能である．

朝町妙見遺納は.•-• 世紀に断続して営なまれた4基の古墳群からなる。 第 l• 2号墳

は主体部に粘土椰、箱式石棺を持ち、第 3• 4号墳は損＾式""を主体郎にしていも第1号

墳の粘±螂は類例の少ないものであり好資料である。第 1·2 号墳の出土遺物は•-•世紀の

古墳について貴重な資料を提出している．

武丸大上げ遺跡t.t、握立柱建物と出土遺物が注目される．違物は大型のもので.2棟鶴認し

たが．今後．扇辺の講査によって、より主体となる遺構の検出が推調できる。瓦は他地域に類

例が乏しいが、浜口廃寺資料にやや類似が見い出せる。今後、窯跡の蘊認が必要となろう．
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